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製
造
業
関
連
（
３
月
６
日
）

業種別組合理事長懇談会
　本会では、３月６日・８日・13日の３日間、前橋市・ホテル1-2-3前橋マーキュリー
において、恒例の業種別組合理事長懇談会を開催しました。本年度の懇談会では、
初めての試みとして、県の担当者に加え国の担当者を招き、政府の政策に対する考
え方や具体的な支援施策について話を伺うとともに、業界のリーダーが相互に意見
交換を行いました。

　

３
月
６
日
の
懇
談
会
に
は
、
経
済
産

業
省
関
東
経
済
産
業
局
産
業
部
経
営
支

援
課
長
・
一
倉
正
仁
氏
、
群
馬
県
産
業

経
済
部
工
業
振
興
課
長
・
鬼
形
尚
道
氏

が
臨
席
し
、
県
下
の
製
造
業
関
連
組
合

の
理
事
長
ら
が
参
加
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
関
東
経
済
産
業
局
一
倉

課
長
が
「
中
小
製
造
業
の
生
産
性
向
上

に
つ
い
て
」と
題
し
て
講
演
を
行
っ
た
。

　

一
倉
氏
は
「
中
小
企
業
の
中
に
も
生

産
性
が
高
く
利
益
を
上
げ
て
い
る
企
業

は
存
在
し
、
こ
う
し
た
企
業
は
、
設
備

投
資
や
Ｉ
Ｔ
投
資
、
海
外
展
開
に
積
極

的
で
あ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。ま
た
、

経
営
者
の
年
齢
が
若
い
企
業
ほ
ど
売
上

が
高
い
傾
向
に
あ
り
、
早
期
の
事
業
承

継
が
成
長
促
進
に
つ
な
が
る
」と
述
べ
、

中
小
企
業
の
投
資
を
後
押
し
す
る
固
定

資
産
税
の
特
例
措
置
や
中
小
企
業
等
経

営
強
化
法
、
地
域
未
来
投
資
促
進
法
の

概
要
等
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

　

続
い
て
行
っ
た
懇
談
で
は
、
中
小
企

業
が
生
産
性
の
向
上
に
取
組
ん
で
い
く

こ
と
の
難
し
さ
や
、
外
国
人
技
能
実
習

制
度
の
課
題
、
事
業
承
継
が
思
う
よ
う

に
進
ま
な
い
実
態
等
に
つ
い
て
、
相
互

に
意
見
を
交
わ
し
た
。

　

最
後
に
、
本
会
金
子
正
元
会
長
が

「
生
産
性
の
向
上
に
は
、
人
材
の
育
成

が
不
可
欠
。
中
小
企
業
単
独
で
は
な
か

な
か
難
し
い
人
材
の
育
成
に
、
組
合
を

挙
げ
て
取
組
ん
で
欲
し
い
」
と
述
べ
、

懇
談
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

金子会長金子会長

県工業振興課 鬼形課長 関東経済産業局 一倉課長

座長：小林専務理事座長：小林専務理事
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建
設
業
関
連
（
３
月
８
日
）

　

３
月
８
日
の
懇
談
会
に
は
、
国
土
交

通
省
関
東
地
方
整
備
局
建
政
部
建
設
産

業
第
一
課
長
・
北
埜
順
氏
、
群
馬
県
産

業
経
済
部
産
業
政
策
課
長
・
西
村
透
氏

が
臨
席
し
、
県
下
の
建
設
業
関
連
組
合

の
理
事
長
ら
が
参
加
し
た
。

関東地方整備局 北埜課長

県商政課 角田課長

県産業政策課 西村課長

群馬労働局 小林部長

　

は
じ
め
に
、
関
東
地
方
整
備
局
北
埜

課
長
が
「
建
設
業
に
お
け
る
担
い
手

の
確
保
・
育
成
に
向
け
た
取
組
み
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
講
演
を
行
っ
た
。

　

北
埜
氏
は
「
建
設
業
就
労
者
は
高
齢

化
が
進
行
し
、
次
世
代
へ
の
技
術
継
承

が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
若
年

就
労
者
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
処
遇

の
改
善
が
急
務
で
あ
る
」
と
述
べ
、
国

が
進
め
る
社
会
保
険
へ
の
加
入
促
進
の

取
組
み
や
、
平
成
30
年
の
秋
よ
り
運
用

が
始
ま
る
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス

テ
ム
（
技
能
者
の
資
格
や
就
業
履
歴
等

を
登
録
・
蓄
積
す
る
仕
組
み
）
の
概
要

等
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

　

続
い
て
行
っ
た
懇
談
で
は
、
公
共
工

事
の
分
離
発
注
に
つ
い
て
の
要
望
が

出
さ
れ
た
ほ
か
、
若
手
技
術
者
育
成
の

重
要
性
、
建
設
業
界
の
魅
力
発
信
の
必

要
性
、
女
性
や
高
齢
者
の
活
用
等
に
つ

い
て
相
互
に
意
見
を
交
わ
し
た
。

　

最
後
に
、
本
会
金
子
会
長
が
「
我
が

国
の
雇
用
に
お
い
て
、
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
の
が
我
々
中
小
企
業
で

あ
る
。
創
意
と
工
夫
で
、
是
非
と
も
魅

力
あ
る
職
場
環
境
を
実
現
し
て
欲
し
い
」

と
述
べ
、
懇
談
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

　

３
月
13
日
の
懇
談
会
に
は
、
厚
生
労

働
省
群
馬
労
働
局
職
業
安
定
部
長
・
小

林
孔
氏
、
群
馬
県
産
業
経
済
部
商
政
課

長
・
角
田
淑
江
氏
が
臨
席
し
、
県
下
の

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
・
運
輸
業
関
連
組
合

の
理
事
長
ら
が
参
加
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
群
馬
労
働
局
小
林
部
長

が
「『
働
き
方
改
革
』
に
よ
る
人
手
不

足
解
消
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
講
演
を

行
っ
た
。

　

小
林
氏
は
「
経
営
者
の
方
々
か
ら
、

働
き
方
改
革
に
取
組
む
前
に
、
人
手
不

足
を
何
と
か
し
た
い
と
い
う
話
を
よ
く

耳
に
す
る
が
、
働
き
方
改
革
を
通
じ
て

働
き
や
す
い
職
場
を
作
る
こ
と
こ
そ
が

人
材
の
獲
得
に
つ
な
が
り
、
ひ
い
て
は

生
産
性
の
向
上
に
つ
な
が
る
」と
述
べ
、

政
府
が
導
入
を
目
指
し
て
い
る
「
時
間

外
労
働
の
上
限
規
制
」
や
、「
同
一
労
働

同
一
賃
金
」
の
考
え
方
に
つ
い
て
説
明

を
行
っ
た
。

　

続
い
て
行
っ
た
懇
談
で
は
、
時
間
外

労
働
の
上
限
規
制
の
緩
和
や
、
地
域
の

実
態
を
考
慮
し
た
政
策
展
開
へ
の
要
望

が
出
さ
れ
た
ほ
か
、
各
業
界
が
抱
え
る

特
有
の
課
題
、
人
手
不
足
の
現
状
等
に

つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
た
。

　

最
後
に
、
本
会
金
子
会
長
が
「
業
界

ご
と
に
よ
っ
て
中
小
企
業
の
置
か
れ
て

い
る
状
況
は
様
々
で
あ
る
。
行
政
の

方
々
に
は
是
非
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て

政
策
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

述
べ
、
懇
談
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

　

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
・
運
輸
業
関
連
（
３
月
13
日
）
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スマートフォンからの閲覧にも対応

取 引 力 強 化 推 進 事 業取 引 力 強 化 推 進 事 業
　本事業は、中小企業・小規模事業者の連携による取引力強化促進を図るための、
共同販売・宣伝、組合員の事業・企業紹介等を目的としたホームページやチラシの
作成、組合員の受注促進等の取組みを支援するものです。
　本稿では、公募により採択された組合の事業をご紹介いたします。

「
組
合
の
広
報
活
動
の
強
化
と
組
合
員
の

　

受
注
機
会
増
大
を
図
る
た
め
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
」

　

本
組
合
で
は
、
伊
勢
崎
市
の
水
道
局

と
密
な
連
携
を
取
り
つ
つ
、
給
水
装
置

設
備
の
修
繕
業
務
や
、
水
道
メ
ー
タ
ー

の
取
替
・
検
針
業
務
、
さ
ら
に
は
給
排

水
管
漏
水
調
査
業
務
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、(

公
社)

日
本
水
道
協
会

が
毎
年
６
月
に
定
め
る
「
水
道
週
間
」

の
際
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し

て
伊
勢
崎
市
内
に
あ
る
公
園
の
水
道

や
、
ト
イ
レ
の
点
検
・
修
繕
業
務
を
実

施
し
て
い
る
。

伊
勢
崎
管
工
設
備
協
同
組
合

設　

立　

昭
和
46
年

理
事
長　

川
端　

護

伊
勢
崎
市
指
定
の
給
水
工
事
事
業

者
が
加
入
。
平
成
16
年
に
官
公
需

適
格
組
合
証
明
を
取
得
し
、
平
成

24
年
に
は
伊
勢
崎
市
と
災
害
時
に

お
け
る
水
道
施
設
の
応
急
対
策
業

務
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。

 

取
組
み
の
背
景

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
特
徴

　

設
立
以
来
、
地
域
住
民
の
安
心
・
安

全
な
暮
ら
し
を
支
え
る
「
水
道
事
業
の

プ
ロ
集
団
」
と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド
を
持

ち
な
が
ら
、
地
道
な
活
動
を
続
け
て
き

た
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
組
合
と
し

て
の
地
域
住
民
に
対
す
る
水
道
の
広
報

活
動
や
、
組
合
員
の
対
外
的
な
Ｐ
Ｒ
活

動
の
不
足
と
い
う
課
題
を
抱
え
て
い

た
。

　

Ｈ
Ｐ
の
作
成
に
あ
た
り
、
定
期
的
に

委
員
会
を
開
催
。
役
員
や
組
合
員
に
加

え
、
青
年
部
か
ら
の
意
見
を
集
約
し
な

が
ら
検
討
を
重
ね
た
上
で
、
具
体
的
な

コ
ン
テ
ン
ツ
を
決
定
し
た
。

　

Ｈ
Ｐ
で
は
広
報
活
動
の
強
化
を
図
る

べ
く
、
沿
革
を
は
じ
め
と
す
る
組
合
概

要
の
ほ
か
、
研
修
会
や
防
災
訓
練
等
の

組
合
行
事
に
つ
い
て
も
、
写
真
を
交
え

な
が
ら
紹
介
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
Ｈ
Ｐ
内
の
「
水
道
工
事
店

検
索
マ
ッ
プ
」
か
ら
は
、
地
区
ご
と
に

組
合
員
企
業
を
検
索
す
る
こ
と
も
で
き

る
。
Ｈ
Ｐ
を
通
し
た
組
合
員
の
知
名
度

及
び
信
用
度
の
向
上
に
よ
る
受
注
拡
大

等
、
組
合
事
業
の
活
性
化
が
よ
り
一
層

期
待
さ
れ
る
。


